
資料３

北九州市発 インドネシア共和国

海外技術協力

生ごみ ンポストによる廃棄物の資源化生ごみコンポストによる廃棄物の資源化・

減量化とコミュニティの改善減量化とコミュニティの改善

平成１９年１０月１８日平成１９年１０月１８日

株式会社ジェイペック株式会社ジェイペック

若松環境研究所





（株）ジェイペック（株）ジェイペックが保有する既存が保有する既存堆肥化技術堆肥化技術を革新的適正技術に改良を革新的適正技術に改良 メタンガスの大幅な削減を実現メタンガスの大幅な削減を実現
住環境の劇的な改善住環境の劇的な改善

Takakura Home Method (THM)の開発
家庭用コンポスト容器

（材料）

Takakura Home Method (THM)の開発
家庭用コンポスト容器

（材料）
・通気性の良い籠・バスケット

Takakura Susun Method (TSM)の開発
コミュニティレベル堆肥化装置

（材料）

Takakura Susun Method (TSM)の開発
コミュニティレベル堆肥化装置

（材料）

ＮＭ（Native Microorganism)：発酵菌群の製造

米ぬか
籾殻 水

・通気性の良い籠・バスケット
・虫の侵入を防ぐ内張り (ﾘｻｲｸﾙｶｰﾍﾟｯﾄ)
・ＮＭ
・スコップ
（使い方）
各家庭で生ごみを毎日

・通気性の良い籠・バスケット
・虫の侵入を防ぐ内張り (ﾘｻｲｸﾙｶｰﾍﾟｯﾄ)
・ＮＭ
・スコップ
（使い方）
各家庭で生ごみを毎日

ぜ

（材料）
・コンテナケース
・ココヤシ製マット
・ＮＭ
（使い方）
生ごみとＮＭを混合破砕後ケー

・コンテナケース
・ココヤシ製マット
・ＮＭ
（使い方）
生ごみとＮＭを混合破砕後ケー
スに入れて積み重ねて発酵

糖類

発酵食品
腐葉土

混合して各家庭で生ごみを毎日
投入、ＮＭに混ぜ込む
投入、ＮＭに混ぜ込む スに入れて積み重ねて発酵

スに入れて積み重ねて発酵混合して
成形後発酵

市場ごみとＮＭを混合
破砕後成形発酵

市場ごみコンポストセンター
（10m3/日処理可能）

コミュニティレベル（1000世帯対象）コンポストセンター
発芽インデックス試験

7日間で完成 10日間で完成

品質試験発芽インデックスは日本
国内では商品化済





町内会の変化 衛生環境の劇的な向上と環境意識の向上

取り組み前

現在の様子



コンポストへの取り組みによるステークホルダーのベネフィット関係

行政ﾍﾞﾈﾌｨｯﾄ 

・ 行政目標の達成に有効 

・ 廃棄物処理費の低減 

・ ｺﾝﾎﾟｽﾄｾﾝﾀｰの効率化・収益性向上 

・ 他都市(国内外)への認知度・ﾈｯﾄﾜｰｸの拡大 
行 政 

W in－W in  

・ 市民参加型の廃棄物減量化・資源化 

・ 環境意識の向上 

・ 行政施策への協力

W in－W in  

・ 行政施策への参加(計画立案・実施) 

・ 協働事業実施による信頼関係構築 

・ 行政ｻｰﾋﾞｽの補完(市民との直接的な係わり等) 行政施策への協力

・ 廃棄物行政ｻｰﾋﾞｽ向上 

・ 街美化 

・ ｺﾝﾎﾟｽﾄｾﾝﾀｰの環境改善 

・ 雇用の場の創出

・ 行政ｻｰﾋ ｽの補完(市民との直接的な係わり等)

コンポスト
・ 雇用の場の創出

ｺﾐｭﾆﾃｨｰ

市 民
ＮＧO

市 民W in－W in

・ 協働事業実施による信頼関係

構築 

・ 市民の余剰ｺﾝﾎﾟｽﾄ売買

ｺﾐｭﾆﾃｨｰ(市民) ﾍﾞﾈﾌｨｯﾄ 

・ 住環境・衛生環境の向上 
ＮＧＯﾍﾞﾈﾌｨｯﾄ 

・ ﾐｯｼｮﾝの達成に有効

ＮＧO 

市民の余剰 ﾝﾎ ｽﾄ売買 

・ 雇用・仕事の場の創出 

・ ｺﾝﾎﾟｽﾄｾﾝﾀｰの環境改善 

・ 余剰ｺﾝﾎﾟｽﾄの自家使用(薬草栽培による

収入) 

・ ｺﾐｭﾆﾃｨｰ内結束力の向上 

 ﾐｯｼｮﾝの達成に有効 

・ ｺﾝﾎﾟｽﾄｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの受注 

・ ｺﾝﾎﾟｽﾄｾﾝﾀｰの効率化・収益性向上 

・ 他都市(国内外)への認知度・ﾈｯﾄﾜｰｸの拡大


